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  図 2 は，2002 年と 2003 年にヘルレン川
流域で採取された，地下水サンプル中の 3H 
濃度の空間分布を示している．上流域の地
下水は下流域のそれに比較し，高い 3H 濃度 
を示す傾向がみられる．降水の 3H 濃度の時
系列変化と比較すると， 上流域の 3H 濃度
ヘルレン川流域の地
下水は何歳か？ 
図 2 ヘルレン川流域において 2002 年～2003 年にサンプリングされた地下水の 3H 濃度空間分布
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図 1 北半球高緯度地域の降水中における 3H 濃度の
時間変動（Higuchi et al., 2005）．   
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て求めた可能揚水量 U が表 1 にまとめてあ
る．算出された可能揚水量は，20～187 
m3/day である．いま遊牧民一人あたりの水
消費量を 15 L/day と仮定すると，井戸一つ
あたりの維持可能遊牧民人数は 1333～
12466 人である．また家畜（山羊，羊，馬，
牛など）1 頭あたりの水消費量を 50 L/day
と仮定すると，井戸一つあたりの維持可能



























Area P Gout U
(m2) (mm/y) (m3/y) (m3/d)
W32 DH 772,918 216 15,552 142
W21 JGH 1,111,758 187 38,400 187
W44 JGH-UDH 668,248 207 -- 143







図 1 井戸の水収支を示す概念図． 
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図 1 モニタリング地点の位置図 
← 雨水採取器 
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